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Ⅴ．特記事項 

 

1． 大江文庫の国際的な貢献 

大江文庫は、昭和 24(1949)年に戦災によって図書を失った本学図書館の再建を目指し、

当時の田中初夫図書館長が企画創設し、創立者大江スミの名を記念した文庫である。大き

くは江戸期以前の文書と明治期文書に分けられ、最も古いものでは 1500 年代の文書も保

存されている。衣・食・住・教育（往来物・家伝書・教訓書等）等々、家政・生活文化に関

わる豊かな蔵書を所有している。国文学研究資料館（国文研）による「日本語の歴史的典

籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」に令和 3 年(2021)年度から参画し、令和 4(2022)

年度には江戸期以前の文書目録を全て電子データ化した。総目録件数は、国文研によって

データ化されたものを含めて合計 6,565 件である。目録データ化費用の一部は、本学同窓

会・光塩会から支援を受けた。色美しい絵柄の巻物は、学内展示及び大学ホームページで

公開している。古典籍を画像化して国際的な共同研究のネットワークを構築する上記プロ

ジェクトにより、大江文庫文書もインターネットを通じて国際的研究に貢献している。 

 

2． 東京家政学院生活文化博物館【資料 1〜7】 

平成 3(1991)年に『博物館法』における｢博物館に相当する施設｣となり、博物館学芸員資

格の取得に必要な｢博物館実習｣を実施する養成機関として機能している。学芸員資格課程

受講生の実習中には「展示実習展」を企画・公開すると共に、例年開催する「企画展」や

「特別展」にも、学芸員資格課程受講生の自発的な参加を促している。 

平成 13(2001)年より「学生作品展」として卒業制作品を展示し、令和元(2019)年より「学

生成果展」と改称し、学生の実習や演習科目授業の作品・研究成果の報告、地域連携事業

の報告などを展示している。また「教員研究成果展」に専任教員の著作物・論文・実践報

告・制作作品などを公開し、教員の専門的な研究成果を学生や広く社会に還元している。

本館の所蔵品・資料については、他館からの貸出依頼及び、町田市・八王子市・相模原市

など、近隣地域の中学生の職場体験教育、小学生の職業調べでの来館にも対応している。 

 

3． 高大連携としての「課題研究発表会」 

高等学校においては、「総合的な学習の時間」「総合的な探究の時間」の実施に伴い、生

徒が自ら問いを立て、調べ、まとめ、発表する力の育成が望まれている。本学では、高校

生の探究学習に専門的な見地からアドバイスを行うといった出前授業のような連携に加

え、毎年 11 月 23 日に、町田キャンパスを会場に「課題研究発表会」を実施している。「課

題研究発表会」では、協定締結校の高校生が日頃の学びや学校生活の中で取り組んでいる

課題研究を、本学町田キャンパス 3 学科の 4 年生が卒業研究の成果を発表している。すで

に 6 回を数えているが、高校は毎年 5 校から 6 校程度、大学生は町田キャンパス 3 学科か

ら学生が 1 人ずつ参加している。卒業研究について発表する大学生にとって高校生からの

質問は新鮮であり、新たな気づきを得るよい機会となっている。今後は、協定締結学校の

小学校や中学校、特別支援学校に対し参加を積極的に呼びかけ、より多様な学びの場とし

ていきたいと考えている。 

 


